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昭
和
二
十
三
年
度
栄
養
調
査
成
績
の
概
要

　
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
栄
養
課
に
お
い
て
は
昭
和
二
十
一
年
以
降
、
毎
年
二
、
五
、
八
、
十
一
月
の
四
回
国
民
栄
養
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
の
項
目
並
に
方
法
は
毎
年
、
毎
期

同
様
で
あ
る
が
、
昨
二
十
三
年
度
に
お
い
て
は
調
査
対
象
の
選
定
に
、
従
来
行
っ
て
い
た
有
意
選
択
法
を
改
め
て
任
意
抽
出
法
（
R
a
n
d
o
m
　
S
e
l
e
c
t
i
t
o
n
）
を
採
用
し
た
。
即
ち
S
t
r
a
t
a

（
統
計
学
的
に
均
斉
な
層
）
と
し
て
、
（
1
）
十
二
都
市
（
札
幌
、
仙
台
、
東
京
、
横
浜
、
金
沢
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、
呉
、
松
山
、
福
岡
）
、
（
2
）
人
口
三
万
以
上
の
中

小
都
市
（
3
）
そ
れ
以
外
の
町
村
を
と
り
、
次
に
（
1
）
（
2
）
に
つ
い
て
は
小
学
校
を
中
心
と
す
る
学
区
を
C
l
u
s
t
e
r
（
統
計
学
的
な
集
塊
）
と
し
て
設
定
し
（
3
）
に
つ
い
て
は
全

国
の
町
村
を
概
ね
五
千
以
上
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
分
割
統
合
し
、
こ
れ
ら
ク
ラ
ス
タ
ー
か
ら
統
計
数
値
表
の
乱
数
表
に
よ
っ
て
任
意
抽
出
を
行
っ
た
。
か
よ
う
に
し
て
厚
生
省
で
抽
出
作

成
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
の
リ
ス
ト
を
地
方
庁
に
通
達
し
、
地
方
庁
で
は
厚
生
省
が
指
定
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
に
つ
き
、
最
大
限
十
位
の
S
u
b
―
C
l
u
s
t
e
r
（
小
集
塊
）
と
し
て
こ
れ
に
つ
き
所
定

の
世
帯
数
に
つ
き
任
意
に
S
u
b
―
s
a
m
p
l
i
n
g
を
行
う
の
で
あ
る
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
の
有
意
抽
出
に
よ
る
も
の
と
は
異
り
統
計
的
に
み
て
、
直
に
日
本
全
国
の
縮
図
と
い

え
る
よ
う
な
正
確
な
対
象
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
農
家
非
農
家
を
区
別
す
る
に
は
、
か
よ
う
に
し
て
抽
出
し
た
各
々
に
つ
い
て
カ
ー
ド
に
よ
り
こ
れ
を
区
別

す
れ
ば
よ
い
。

　
対
象
の
選
定
以
外
は
す
べ
て
従
来
と
同
様
に
、
摂
取
量
の
調
査
並
に
身
体
症
候
の
発
現
調
査
を
行
い
、
特
に
五
月
に
は
身
長
、
体
重
の
厳
重
な
測
定
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
ゝ
に
二
十
三
年
度
に
行
っ
た
調
査
成
績
の
う
ち
、
都
市
及
び
農
村
に
関
す
る
も
の
を
総
括
し
て
そ
の
概
要
を
の
べ
る
。

（
一
）
摂
取
食
品
量

　
摂
取
食
品
量
を
食
品
群
別
に
見
る
と
第
一
表
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
期
別
に
多
少
相
異
あ
る
が
、
そ
の
年
間
平
均
（
算
術
平
均
）
値
を
見
る
に
都
市
に
あ
っ
て
は
、
一
人
一
日

当
り
穀
類
四
〇
七
・
五
瓦
、
堅
果
類
一
・
二
瓦
、
い
も
類
二
〇
二
・
三
瓦
、
砂
糖
類
九
・
一
瓦
、
油
脂
類
一
・
七
瓦
、
豆
類
三
六
・
七
瓦
、
動
物
性
食
品
（
魚
介
、
獣
鳥
肉
、
卵
、
乳
及
乳
製

品
）
八
七
・
六
瓦
、
野
菜
類
二
一
八
・
六
瓦
（
内
緑
黄
色
野
菜
一
〇
〇
・
八
瓦
）
果
実
類
四
一
・
八
瓦
（
内
柑
橘
類
二
三
・
〇
瓦
）
海
藻
類
四
・
二
瓦
、
乾
燥
野
菜
二
・
三
瓦
、
野
菜
漬
物
三

四
・
二
瓦
、
調
味
嗜
好
品
二
六
・
二
瓦
で
あ
り
、
農
村
に
あ
っ
て
は
同
じ
く
一
人
一
日
当
り
穀
類
四
六
五
・
〇
瓦
、
堅
果
類
〇
・
八
瓦
、
い
も
類
二
一
八
・
一
瓦
、
砂
糖
類
二
・
八
瓦
、
油
脂
類

〇
・
七
瓦
、
豆
類
五
一
・
九
瓦
、
動
物
性
食
品
三
三
・
七
瓦
、
野
菜
類
二
二
六
・
二
瓦
（
内
緑
黄
色
野
菜
九
五
・
五
瓦
）
、
果
実
類
二
一
・
六
瓦
（
内
柑
橘
類
八
・
九
瓦
）
、
海
藻
類
一
・
七
瓦
、

乾
燥
野
菜
三
・
一
瓦
、
野
菜
漬
物
六
五
・
〇
瓦
、
調
味
嗜
好
品
一
八
・
五
瓦
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
摂
取
食
品
量
か
ら
直
に
栄
養
的
内
容
を
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
総
じ
て
農
村
は
都
市
に
比
較
し
て
穀
類
、
い
も
類
な
ど
含
水
炭
素
食
品
の
摂
取
量
が
比
較
的
大
で
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動
物
性
食
品
の
摂
取
量
が
著
し
く
、
少
く
、
野
菜
類
、
果
実
類
の
摂
取
量
は
大
差
な
い
が
、
緑
黄
色
野
菜
や
柑
橘
類
な
ぞ
、
い
わ
ゆ
る
ビ
タ
ミ
ン
野
菜
果
実
の
摂
取
量
は
む
し
ろ
都
市

よ
り
も
少
く
、
即
ち
総
じ
て
栄
養
の
質
的
内
容
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
は
後
に
の
べ
る
摂
取
栄
養
量
の
内
容
と
対
比
す
る
と
き
明
白
で
あ
る
。

（
二
）
摂
取
栄
養
量

　
各
期
に
お
け
る
栄
養
量
は
第
二
表
の
如
く
、
こ
れ
を
総
括
す
る
に
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
イ
）
熱
量

　
都
市
に
あ
っ
て
は
八
月
最
低
、
十
一
月
最
高
を
示
し
、
そ
の
年
間
平
均
（
算
術
平
均
）
は
一
人
一
日
当
り
一
、
九
一
六
カ
ロ
リ
ー
で
あ
り
、
農
村
に
あ
っ
て
は
五
月
最
低
、
十

一
月
最
高
を
示
し
、
そ
の
年
間
平
均
は
一
人
一
日
当
り
二
、
一
一
一
カ
ロ
リ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
を
昨
二
十
二
年
度
に
比
較
す
る
と
、
都
市
は
約
六
〇
カ
ロ
リ
ー
増
加
し
、
こ
れ
に

対
し
農
村
は
三
〇
カ
ロ
リ
ー
減
少
を
示
し
た
。

（
ロ
）
蛋
白
質

　
都
市
に
あ
っ
て
は
八
月
最
低
、
五
月
最
高
を
示
し
、
そ
の
年
間
平
均
（
算
術
平
均
）
は
一
人
一
日
当
り
六
四
・
五
瓦
で
あ
り
、
農
村
に
あ
っ
て
は
五
月
最
低
、
十
一
月
最
高
を

示
し
、
そ
の
年
間
平
均
は
一
人
一
日
当
り
六
一
・
五
瓦
で
あ
る
。
こ
れ
を
昨
二
十
二
年
度
の
摂
取
量
と
対
比
す
る
に
都
市
に
あ
っ
て
は
約
三
瓦
、
農
村
に
あ
っ
て
は
約
二
瓦
の
増

加
で
あ
る
。

（
ハ
）
ビ
タ
ミ
ン

　
都
市
に
あ
っ
て
は
、
素
材
計
算
と
し
て
そ
の
年
間
平
均
一
人
一
日
当
り
A
は
三
四
九
四
i
．
u
、
B
1
は
一
・
五
一
瓱
、
B
2
は
〇
・
七
一
瓱
、
C
は
一
三
七
瓱
で
あ
り
、
農
村
に
あ
っ
て
は

A
は
二
九
九
〇
i
．
u
、
B
1
は
一
・
五
四
瓱
、
B
2
は
〇
・
六
八
瓱
、
C
は
一
三
三
瓱
で
あ
る
。
こ
れ
を
昨
二
十
二
年
度
の
摂
取
量
と
比
較
す
る
に
、
都
市
に
あ
っ
て
は
A
の
摂
取
量
が
若

干
増
加
し
た
以
外
は
、
B
1
、
B
2
及
び
C
の
摂
取
量
は
い
づ
れ
も
減
少
を
示
し
、
ま
た
農
村
に
あ
っ
て
は
A
の
摂
取
量
が
僅
か
に
増
加
し
た
以
外
は
、
B
1
、
B
2
及
び
C
は
い
づ
れ
も
減

少
し
、
か
つ
そ
の
減
少
率
は
、
都
市
の
そ
れ
よ
り
も
大
で
、
殊
に
B
1
は
可
成
の
減
少
を
示
し
た
。

（
ニ
）
無
機
質

　
都
市
に
あ
っ
て
は
、
同
じ
く
素
材
計
算
と
し
て
そ
の
年
間
平
均
一
人
一
日
当
り
燐
は
一
・
八
五
瓦
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
〇
・
二
一
瓦
、
鉄
は
四
五
瓱
で
あ
り
、
農
村
に
あ
っ
て
は
燐

は
一
・
八
九
瓦
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
〇
・
二
六
瓦
、
鉄
は
三
三
瓱
で
あ
る
。
こ
れ
を
昨
年
度
の
摂
取
量
と
比
較
す
る
に
、
都
市
に
あ
っ
て
は
燐
に
変
化
な
く
カ
ル
シ
ウ
ム
は
僅
か
に
減

少
し
、
鉄
は
変
化
を
示
さ
ず
、
一
方
農
村
に
あ
っ
て
は
、
燐
は
僅
か
に
減
少
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
及
び
鉄
は
変
化
を
示
さ
な
か
っ
た
。

（
三
）
入
手
別
摂
取
栄
養
量
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こ
れ
ら
摂
取
栄
養
量
を
入
手
別
に
対
比
す
る
に
、
都
市
に
あ
っ
て
は
熱
量
の
六
四
・
九
％
は
配
給
に
よ
り
三
〇
・
八
％
は
自
由
購
入
に
よ
っ
て
入
手
し
、
自
家
生
産
及
び
其
の
他
に
よ

る
も
の
は
各
々
二
・
五
％
及
一
・
八
％
で
、
ま
た
蛋
白
質
の
五
四
・
九
％
は
配
給
、
三
九
・
五
％
は
自
由
購
入
、
三
・
一
％
は
自
家
生
産
、
二
・
五
％
は
そ
の
他
に
よ
っ
て
入
手
し
て
い
る
。

一
方
農
村
に
あ
っ
て
は
熱
量
の
八
四
・
〇
％
は
自
家
生
産
一
一
・
七
％
は
配
給
、
三
・
七
％
は
自
由
購
入
、
〇
・
六
％
は
そ
の
他
に
よ
っ
て
入
手
し
、
蛋
白
質
の
七
八
・
二
％
は
、
自
家
生
産

一
一
・
一
％
は
配
給
九
・
六
％
は
自
由
購
入
一
・
一
％
は
そ
の
他
に
よ
っ
て
入
手
し
た
。

　
即
ち
前
年
と
同
様
、
都
市
は
熱
量
及
び
蛋
白
質
の
過
半
を
配
給
に
依
存
し
、
こ
れ
に
反
し
て
農
村
は
そ
の
い
づ
れ
も
自
家
生
産
に
八
〇
％
以
上
を
負
っ
て
い
る
。
但
し
動
物
性
蛋
白

質
は
都
市
及
び
農
村
と
も
に
過
半
を
自
由
購
入
に
よ
っ
て
入
手
し
て
い
る
。

（
四
）
身
体
的
症
候
の
発
現

　
身
体
的
症
候
の
発
現
率
を
見
る
に
各
症
候
に
よ
り
、
又
各
期
別
に
そ
の
消
長
が
あ
り
、
母
乳
分
泌
不
良
に
次
で
月
経
遅
延
及
び
無
月
経
、
腱
反
射
消
失
等
は
、
依
然
と
し
て
比
較
的

高
率
で
あ
り
、
各
期
別
の
消
長
を
み
る
に
二
、
五
、
八
、
十
一
月
と
期
を
お
う
に
従
っ
て
、
む
し
ろ
増
加
の
傾
向
に
あ
る
も
の
は
都
市
農
村
を
通
じ
て
口
角
炎
、
腱
反
射
消
失
及
び
母

乳
分
泌
不
良
で
あ
り
、
著
明
な
変
化
な
き
か
、
又
は
殆
ど
変
化
な
い
も
の
と
し
て
は
、
都
市
に
あ
っ
て
は
貧
血
、
慢
性
下
痢
及
び
月
経
異
常
が
あ
り
、
農
村
に
お
い
て
は
貧
血
、
浮
腫

徐
脈
、
慢
性
下
痢
等
が
あ
る
。

　
都
市
、
農
村
を
比
較
す
る
と
き
、
各
症
候
の
発
現
率
に
著
し
い
差
異
は
な
い
が
、
毛
孔
性
角
化
症
、
浮
腫
、
母
乳
分
泌
不
良
は
農
村
よ
り
も
都
市
に
や
ゝ
多
く
、
舌
炎
及
口
内
炎
、

月
経
遅
延
及
無
月
経
、
慢
性
下
痢
、
徐
脈
等
は
か
へ
っ
て
農
村
に
稍
々
多
く
現
わ
れ
、
殊
に
腱
反
射
消
失
口
角
炎
が
都
市
に
比
し
て
可
成
り
著
明
に
多
く
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

（
五
）
体
重
及
身
長
の
変
化

（
イ
）
体
重

　
標
準
体
重
に
比
し
て
其
の
一
〇
％
を
超
え
る
も
の
と
、
一
〇
％
以
上
不
足
す
る
も
の
を
過
重
、
過
軽
と
し
一
〇
％
内
外
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の
を
標
準
範
囲
と
し
て
、
こ
れ
を

示
せ
ば
第
六
表
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
都
市
に
あ
っ
て
は
五
二
―
六
〇
％
は
標
準
範
囲
に
あ
り
、
過
重
は
過
軽
よ
り
も
多
く
、
過
重
、
過
軽
と
も
に
男
子
よ
り
も
女
子
に
多
い
。

一
方
農
村
に
あ
っ
て
も
こ
れ
と
同
様
の
傾
向
に
あ
る
が
、
農
村
に
お
い
て
は
都
市
に
お
け
る
よ
り
も
、
過
重
が
過
軽
よ
り
も
高
率
を
占
め
、
即
ち
体
重
、
増
加
の
傾
向
が
都
市
よ

り
も
高
率
に
見
ら
れ
る
。

（
ロ
）
身
長
、
体
重
の
平
均
値

　
五
月
に
行
っ
た
年
令
別
、
性
別
の
身
長
及
び
体
重
の
平
均
値
並
に
標
準
値
を
都
市
、
農
村
及
び
全
国
別
に
示
せ
ば
第
七
表
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
は
要
す
る
に
、
国
民
の
栄
養
摂
取
量
は
一
般
に
わ
ず
か
乍
ら
増
加
し
好
転
の
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
望
ま
し
き
栄
養
所
要
量
に
比
較
す
る
と
き
、
な
お
相
当
な
不
足
を
示
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し
、
か
つ
そ
の
質
的
内
容
に
お
い
て
も
、
或
は
蛋
白
質
、
無
機
質
、
ビ
タ
ミ
ン
等
が
不
足
し
、
改
め
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
農
村
に
お
け
る
動
物
性
蛋
白
質
、
都
市
、
農
村
を
通

じ
て
の
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
B
1
、
B
2
、
ビ
タ
ミ
ン
A
の
ご
と
く
、
相
当
著
し
い
不
足
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
身
体
的
症
候
の
上
に
も
あ
き
ら
か
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
近
年

脚
気
様
症
状
が
一
般
に
稍
々
増
加
の
傾
向
さ
え
窺
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
口
角
炎
の
発
現
も
相
当
な
高
率
で
あ
る
。
一
方
身
長
並
に
体
重
は
漸
次
回
復
し
つ
ゝ
あ
る
が
、
こ
れ
ま

た
標
準
値
と
対
比
す
る
と
き
相
当
不
足
が
う
か
ゞ
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
国
民
の
栄
養
状
況
は
幾
分
好
転
を
見
せ
て
い
る
が
、
な
お
遺
憾
の
点
が
多
く
、
一
方
食
糧
事
情
は
依
然
楽
観
を
許
さ
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
従
っ
て
国
民
栄
養
の
確
保

改
善
に
は
、
栄
養
指
導
の
面
と
相
俟
っ
て
食
糧
の
生
産
並
に
加
工
の
面
に
も
深
く
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
。
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第1表　食品群別栄養量摂取状況調査成績
一人一日当り　都市平均値　昭和23年度

摂取量（g）　　　　　　　蛋白質（g）　　　　　　　熱量（Cal）

2月　5月　8月　11月　2月　5月　8月　11月　2月　5月　8月　11月
食品群別

穀類

　米

小麦

大麦

雑穀

堅果類

藷薯類

甘藷

馬鈴薯

其の他芋類

砂糖類

油脂類

大豆

豆類　　大豆製品

其の他の豆類

魚介類

獣鳥肉類

卵類

牛乳及乳製品類

緑色、黄色野菜類

柑橘類（トマトを含む）

其の他の果実類

其の他の野菜類

海藻類

乾燥野菜類

野菜漬物

調味嗜好品

一人一日当り　計

　年間平均
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第2表　食品群別栄養摂取量状況調査成績
一人一日当り　農村平均値　昭和23年度

摂取量（g）　　　　　　　蛋白質（g）　　　　　　　熱量（Cal）

2月　5月　8月　11月　2月　5月　8月　11月　2月　5月　8月　11月
食品群別

穀類

　米

大麦

小麦

雑穀

堅果類

藷薯類

甘藷

馬鈴薯

其の他芋類

砂糖類

油脂類

大豆

豆類　　大豆製品

其の他豆類

魚介類

獣鳥肉類

卵類

牛乳及乳製品類

緑色、黄色野菜類

柑橘類（トマトを含む）

其の他の果実類

其の他の野菜類

海藻類

乾燥野菜類

野菜漬物

調味嗜好品

一人一日当り　計

　年間平均
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第3表　ビタミン及び無機質摂取量

ビタミン　　　　　　　　　　　　　　　無機質

地域　月別 A（i．u）　B1（mg）　B2（mg）　C（mg）　カルシウム（g）　燐（g）　鉄（mg）

都市 2月

5月

8月

11月

農村 2月

5月

8月

11月

第4表　平均入手別摂取量

蛋白質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱量

入手別　　　　　　　　動物性　　　　　　植物性　　　　　　計

都市 配給

自由購入

自家生産

その他

　計

農村 配給

自由購入

自家生産

その他

　計
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第5表　身体的症候発現率（％）

症候　地域　月別

都市

農村

貧血

毛孔性角化症

角膜乾燥症
角膜軟化症

口角炎

舌炎及口内炎

腱反射消失

浮腫

慢性下痢

徐脈

月経遅延又ハ無月経

母乳分泌不良

第6表　体重の変化　（％）

地域　体重　性別　月別　男　女

都市 過軽（－10％以下）

過重（＋10％以上）

標準範囲（±0％内）

農村 過軽（－10％以下）

過重（＋10％以上）

標準範囲（±10％内）

備考過軽、過重ハ標準ヨリ10％ヲ超過セルモノデアル。
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第7表　身長、体重、平均値及び標準偏差表　（昭和23年5月実施）

Strat．　　　　　全都市　　　　　　　　　　　　　（東京・十一都市其の他の都市）

年令　被調査人員　　　　　　　男　　　　　　　　被調査人員　　　　　　　女

身長　　　　　　体重　　　　　　　　　　　身長　　　　　　体重

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　　　　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差
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第8表　身長、体重、平均値及び標準偏差表　（昭和23年5月実施）

Strata　　　　　　　農村

年令　被調査人員　　　　　　　男　　　　　　　　被調査人員　　　　　　　女

身長　　　　　　体重　　　　　　　　　　　身長　　　　　　体重

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　　　　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差
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第9表　身長、体重、平均値及び標準偏差表　（昭和23年5月実施）

Strata　　　　　　全国　（東京・十一都市其の他の都市農村）

年令　被調査人員　　　　　　　男　　　　　　　　被調査人員　　　　　　　女

身長　　　　　　体重　　　　　　　　　　　身長　　　　　　体重

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　　　　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差
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（参考）　国民栄養調査地区一覧表　（昭和24年実施）

都道府県名　十二都市　三万以上都市　其の他の地域　特殊地区

　　　　　　都市名　小学校名　都市名　小学校名

北海道　札幌市　白石町東橋　網走市　網走　落部村（渡島支庁）　美唄

岩手　宮古市　鍬崎　一方井村（岩手郡）

青森　弘前市　和徳　荒川村（東都軽郡）

宮城　仙台市　東六番町　塩竃市　第三塩釜　鹿折村（本吉郡）

秋田　能代市　札瀬　湯沢町（雄勝郡）　花岡

山形　鶴岡市　第三朝陽　八栄里村（東田川郡）

福島　福島市　鎌田　熱塩村（耶摩郡）　常盤

茨城　水戸市　三ノ丸　沼里村（稲敷郡）

栃木　宇都宮市　戸祭　明治村（河内郡）

群馬　桐生市　北　赤堀村（佐波郡）

埼玉　熊谷市　熊谷　南畑村（入間郡）

千葉　千葉市　蘇我　緑海村（山武郡）

東京　東京都　東京鉄道局

千代田区　富士見

中央区　月島第一

港区　南山

新宿区　戸山

文京区　元町

台東区　浅草

墨田区　中和

目黒区　不動

大田区　六郷

世田ヶ谷区　多聞
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　都道府県名　十二都市　　　　　　　　三万以上都市　　　　　　　其の他の地域　　　　　　特殊地区

　　　　　　　都市名　　　小学校名　　　都市名　　　小学校名

東京　　　　渋谷区　大向

江東区　八名川

北区　第四岩淵

杉並区　桃井第一

豊島区　池袋第一

中野区　桃園

荒川区　日暮里

足立区　千寿第四

練馬区　豊多摩

葛飾区　柴又

江戸川区　平井

品川区　第二日野

板橋区　板橋第四

稲城村（南多摩郡）

神奈川　　　横浜市　平塚市　第四平塚　三保村（足柄上郡）

南区　日下

西区　東

鶴見区　東台

港北区　都田

新潟　　　　長岡市　坂之上　高田村（苅羽郡）

富山　　　　富山市　放生津　下野分村（下新川郡）

石川　　　　金沢市　十一屋町　小松市　八幡康　粟生村（能美郡）

福井　　　　福井市　松本　今富村（遠敷郡）
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都道府県名　十二都市　　　　　　　　　三万以上都市　　　　　　　其の他の地域　　　　　特殊地区

都市名　小学校名　　　都市名　小学校名

山梨　甲府市　伊勢　万沢村（南巨摩郡）

長野　飯田市　丸山　米沢村（諏訪郡）

岐阜　高山市　高山南　福知村（加茂郡）

静岡　浜松市　佐藤　南藁科村（安部郡）

愛知　　　名古屋市　半田市　成岩　平坂町（幡豆郡）

千種区　内山

東区　筒井

西区　城西

中区　松原

昭和区　御器所

三重　宇治山田市　厚生　名張町（名賀郡）

滋賀　大津市　石山　東草野村（東浅井郡）

京都　　　京都市　加悦町（与謝郡）

上京区　乾隆

左京区　新洞

下京区　西冷泉

　〃　　格致

右京区　西京極

大阪　　　大阪市　堺市　深井　寝屋川村（北河内郡）

北区　堀川　布施市　第七布施

天王寺区　河堀

浪速区　立葉

大淀区　北豊崎
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都道府県名　　十二都市　　　　　　三万以上都市　　　　　　　　其の他の地域　　　　　　特殊地区

都市名　　　小学校名　　都市名　　　小学校名

大阪　西淀川区　佃

生野区　勝山

城東区　城東

東淀川区　新高

阿部野区　阿部野

西成区　荻立茶屋

兵庫　神戸　芦屋市　山手　菅野村（宍粟郡）

灘区　高羽

葺合区　雲中

兵庫区　平野

垂水区　玉津第二

奈良　奈良市　都跡　織田村（磯城郡）

和歌山　和歌山市　雄湊　直川村（海草郡）

鳥取　鳥取市　富桑　倉田村（岩美郡）

島根　松江市　朝日　飯梨村（能美郡）

岡山　倉敷市　倉敷西　小田村（苫田郡）

広島　呉市　棚川町警固屋　尾道市　山波　川西村（双三郡）

山口　岩国市　愛岩　大道村（吉敷郡）

徳島　鳴戸市　島田　宝田村（那賀郡）

香川　坂出市　西部　土器村（綾歌郡）

愛媛　松山市　元城北練兵東雲　八幡浜市　神山　郡中町（伊予郡）

高知　高知市　御畳瀬　下八川村（吾川郡）

福岡　福岡市　小倉市　葛原　神湊町（宗像郡）　三菱
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都道府県名　　十二都市　　　　　　三万以上都市　　　　　　　　其の他の地域　　　　　　特殊地区

都市名　　　小学校名　　都市名　　　小学校名

福岡　平丘町　平尾　麻生

原町　原

佐賀　唐津市　竹木場　曲川村（西松浦郡）

長崎　長崎市　西坂　式見村（西彼杵郡）

熊本　熊本市　城東　岡原村（球摩郡）

荒尾市　府本

大分　別府市　朝日　下北津留村（北海部郡）

宮崎　都城市　大王　南郷村（東臼杵郡）

鹿児島　鹿屋市　鹿屋　市成村（囎唹郡）

都市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学区

三万以上の都市　　　　　　　　　　　　　　　　　　学区

其の他の地域

炭鉱

銅山

東鉄 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）



第10表

身長

（都市）身長体重男女比較図表　昭和23年5月実施

男子
女子 体重

男子（身長）

女子（身長）

男子（体重）

女子（体重）



第11表

（農村）身長体重男女比較図表　（昭和23年5月実施）

身長

男子
女子 体重

男子（身長）

女子（身長）

男子（体重）

女子（体重）



第12表

全国男子身長・体重平均値ト体位基準比較図表

戦前の成績

昭和23年5月

身長

体重



第13表

　全国女子身長・体重平均値ト体位基準比較図表

戦前の成績
昭和23年5月

身長

体重
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